
92025
VOL.126
September

頑張る人達とあなたへ声援を届ける医療と健康のフリーマガジン ご自由にお持ちください
C

ontents  	

な
で
し
こ
チ
ア
ー
ズ

老
朽
化
が
進
む
救
急
車
の
更
新
を
目
指
し
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディ
ン
グ
目
標
額
達
成
！

医
療
と
介
護
の
市
民
講
座
開
催
の
ご
案
内

も
し
も
の
時
の
こ
と
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

L
I
N
E
ア
プ
リ
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

診
察
待
ち
状
況
を
スマ
ホ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

口
腔
管
理
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

公
認
心
理
師
髙
山
先
生
よ
り

「
休
息
」に
つ
い
て
考
え
る

看
護
部
よ
り

子
ど
も
病
院
見
学
会
夏
休
み
レ
ポ
ー
ト

今
月
の
レ
シ
ピ 

れ
ん
こ
ん
し
ん
じ
ょ

登
録
医
訪
問 

青
山
み
み
・
は
な
・の
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク（
西
区
）

職
場
訪
問 

病
歴
室

C
over&

Interview
 	

入
院
時
の
不
安
を
解
消
す
る

切
れ
目
の
な
い
支
援

入
退
院
支
援
室



入
院
時
の
不
安
を
解
消
す
る

切
れ
目
の
な
い
支
援

当
院
の
地
域
連
携
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

2
0
2
1
年
に
設
置
さ
れ
た
「
入
退
院
支
援
室
」。

入
院
が
決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し

看
護
師
が
中
心
と
な
り

入
院
前
の
身
体
状
態
や
服
用
中
の
薬
剤
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
食
事
状
況
な
ど
の
基
本
情
報
を

1
階
説
明
室
に
て
確
認
す
る
こ
と
で

入
院
生
活
を
安
心
し
て
送
っ
て
い
た
だ
き
、

退
院
後
も
継
続
し
て

適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

主
な
業
務
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

入
退
院
支
援
室
の
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

入退院支援室／ Hospitalization Support Room

❶説明室は正面玄関、インフォ
メーションの向かい側「41」番。

❷入院時の説明で使用する診療
計画表や各種同意書類。　

❸患者さんとご家族をサポートす
る地域連携福祉センター内に
ある入退院支援室。主に情報
収集などを行い、カンファレン
スに向けた資料作成を行う。

❶

❷ ❸
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患
者
さ
ん
の
理
解
を
深
め

ス
ム
ー
ズ
な
治
療
を
目
指
す

――
入
退
院
支
援
室
と
は
？

高
澤
師
長
　
当
院
で
は 

2
0
1
4
年

よ
り
Pピー
エ
フ
エ
ム

F
M
（
ペ
ー
シ
ェ
ン
ト
・
フ
ロ
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
） 

を
導
入
し
、
入
院
が

決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
に
入
院
前
か
ら
お

話
を
伺
う
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

従
来
は
入
院
時
に
行
っ
て
い
た
そ
の

業
務
を
、
あ
ら
か
じ
め
入
院
前
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
入
院
後
、
患
者
さ
ん
に

ス
ム
ー
ズ
に
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
に
組
織
改
編
に
よ
り

「
入
退
院
支
援
室
」 
を
設
置
し
、
患
者

さ
ん
が
安
心
し
て
入
院
生
活
を
送
り
、

退
院
後
も
療
養
生
活
を
円
滑
に
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

入
退
院
支
援
室
が
あ
る
Ｂ
棟
2
階
の

地
域
連
携
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、
福
祉

相
談
や
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
を

担
う
「
医
療
福
祉
相
談
室
」、
地
域
の

医
療
機
関
と
の
紹
介
・
逆
紹
介
を
担
う

調
整
部
門
「
地
域
医
療
連
携
室
」、
そ

し
て
、済
生
会
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
部
署
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
医
療
へ
の
支
援

を
目
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　

当
院
の
入
退
院
支
援
業
務
と
し
て
、

予
定
入
院
の
患
者
さ
ん
や
、
そ
の
ご
家

族
な
ど
に
向
け
た
入
院
時
支
援
を
説
明

室
（
右
写
真
❶
）
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

――
ど
の
よ
う
な
職
種
の
方
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
か
？

高
澤
　
専
従
看
護
師
1
名
と
、
ほ
か
看

護
師
6
〜
8
名
、
2
0
2
4
年
秋
か

ら
は
事
務
員
３
名
も
加
わ
り
ま
し
た
。

入
院
後
の
予
定
や
、
手
術
に
関
わ
る

必
要
な
持
ち
物
に
つ
い
て
説
明
す
る
ス

タ
ッ
フ
も
1
名
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、薬
剤
師
や
管
理
栄
養
士
、医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

Interview
 	

入
退
院
支
援
室

入退院支援室より
インタビュー参加メンバー	

看護師長 高澤 彩子
TAKASAWA Ayako

看護師 稲田 鎮加
INADA Shizuka

ひと月で 450 〜 500 名が利用する説明室。薬や食事の注意点などを分かりやすく説明することで入院前の不安を解消しています。
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外来		

入院予定決定

⬇
説明室での入退院支援		

パンフレットを用いた入院説明
● 限度額の申請
● 個室希望の有無

入退院に関する説明
●  状態の聞き取り
● 退院に向けての支援

薬に関する説明
● 内服薬の確認
● 中止薬の説明　　　など

　　　⬇
　　　　　入　院　 　　

入退院支援室／ Hospitalization Support Room

稲
田
看
護
師
　
以
前
は
入
院
時
に
ベ
ッ

ド
脇
に
看
護
師
や
管
理
栄
養
士
、
薬

剤
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
病

室
で
聴
取
す
る
な
ど
、
慌
た
だ
し
い
雰

囲
気
で
し
た
。
し
か
し
、
入
退
院
支
援

室
に
よ
る
説
明
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

で
、患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
丁
寧
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
環
境
で
、

安
心
し
て
対
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

毎
日
お
よ
そ
30
人
が
利
用

説
明
室
の
寄
り
添
い
看
護

――
入
退
院
支
援
室
の

主
な
業
務
内
容
は
？

高
澤
　
看
護
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
稲

田
看
護
師
の
よ
う
に
入
院
時
支
援
を
主

に
行
う
P
F
M
専
従
看
護
師
や
、
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
（
入
院
前
か
ら
退
院
後

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ま
と
め
た
診

療
計
画
表
）
専
任
看
護
師
、
病
棟
で
の

退
院
支
援
を
担
う
看
護
師
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
連
携

室
の
業
務
を
兼
務
す
る
看
護
師
も
お

り
、
入
院
時
以
外
の
支
援
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

稲
田　

説
明
室
で
の
受
付
対
応
に
加
え
、

患
者
さ
ん
に
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

い
る
場
合
は
入
院
前
に
情
報
提
供
を
依

頼
し
、
介
護
度
の
共
有
な
ど
を
行
い
ま

す
。
認
知
症
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合

な
ど
は
、
病
棟
と
連
携
し
て
入
院
前
か

ら
支
援
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
左
の
表
の
よ
う
に
救
急
搬
送

さ
れ
た
緊
急
患
者
さ
ん
の
対
応
も
あ

り
、
院
内
外
と
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
し

な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

――
多
く
の
職
種
の
方
が

入
退
院
支
援
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
ね

高
澤
　
病
棟
看
護
師
と
の
情
報
共
有
を

綿
密
に
行
い
な
が
ら
、
説
明
室
で
の
入

院
前
説
明
で
は
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
医
療
現
場
の
働
き
方
改
革

ツ
ー
ル
で
あ
る
I
C
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム

な
ど
も
活
用
し
、
で
き
る
限
り

効
率
的
に
進
め
て
、
お
待
た
せ

し
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

――
１
日
に

ど
れ
く
ら
い
の
患
者
さ
ん
が

説
明
室
を
利
用
し
ま
す
か
？

高
澤
　
外
来
で
入
院
が
決
ま
る

と
説
明
室
へ
の
予
約
が
自
動
的

に
入
り
ま
す
（
上
図
参
照
）。

　

利
用
者
は
1
日
お
よ
そ
30
名
、

1
カ
月
で
4
5
0
～
5
0
0
名

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

と
受
け
入
れ
病
棟
の
双
方
が
ス

ム
ー
ズ
に
、
か
つ
安
心
し
て
入
院
・

退
院
で
き
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

入院までのおおまかな流れ

（件数）

600
500
400
300
200
100
0

（月）321121110987654

（件数）

450
　　

200

0

100

50

0
（月）321121110987654

（％）

● 月毎の入退院支援室受け入れ件数（2024 年度）

● 予定入院に対する入退院支援室利用率（2024 年度）

■予約数　■予約外数　■緊急数

■予定入院数　■利用者　■利用率（％）
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Interview
 	

入
退
院
支
援
室

介
護
保
険
証
の
持
参
を

サ
プ
リ
の
服
用
に
も
注
意

――
入
退
院
支
援
室
が
設
置
さ
れ

変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

高
澤
　
管
理
栄
養
士
が
今
年
か
ら
入

退
院
支
援
室
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
す
。
栄
養
士

の
介
入
で
、
患
者
さ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー

有
無
の
聴
取
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　

治
療
を
行
う
に
あ
た
り
栄
養
状
態
の

把
握
は
重
要
で
す
。
栄
養
状
態
に
よ
り

A
D
L
（
日
常
生
活
動
作
）
の
低
下
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、
栄
養
指
導

や
病
態
に
合
わ
せ
た
食
事
調
整
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
退
院
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
、
必
要
な
栄
養
が
摂
れ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

――
入
院
前
の
患
者
さ
ん
が

気
を
つ
け
る
点
は
あ
り
ま
す
か
？

高
澤
　
入
院
説
明
時
に
は
「
お
薬
手

帳
」
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
併

せ
て
普
段
か
ら
服
用
し
て
い
る
サ
プ
リ

メ
ン
ト
や
健
康
食
品
も
必
ず
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
最
近
は
「
健
康
に
良
さ

そ
う
だ
か
ら
」「
も
ら
っ
た
か
ら
」「
な

ん
と
な
く
続
け
て
い
る
」
な
ど
、
特
別

な
理
由
や
計
画
が
な
く
て
も
自
然
に
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
服
用
し
て
い
る
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
部
の
成
分
に

は
、
出
血
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
薬
の

効
き
方
を
変
え
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
、
手
術
や
治
療
の
安
全
性
に
影
響
し

ま
す
。
無
意
識
に
続
け
て
い
る
も
の
も

含
め
、
飲
ん
で
い
る
全
て
を
教
え
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
前
説
明
の
際
に
は
患
者

さ
ん
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
お
伺
い

し
ま
す
。
一
対
一
で
の
対
話
が
難
し
い

場
合
や
、
説
明
の
理
解
に
不
安
が
あ
る

場
合
は
、
ご
家
族
な
ど
に
も
同
席
い
た

だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。
ご
高
齢
の
場

合
、
地
域
医
療
と
の
連
携
を
行
う
た
め

に
「
介
護
保
険
証
」
の
ご
提
示
、
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
所
属
事
業
所
名
や

お
名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
名
刺

を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
持
参

い
た
だ
け
る
と
よ
り
確
実
で
す
。

――
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

高
澤
　
入
院
前
説
明
に
は
お
よ
そ
１
時

間
ほ
ど
お
時
間
を
頂
戴
し
て
い

ま
す
。で
き
る
限
り
短
時
間
で
、

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
治
療

費
に
関
す
る
心
配
事
や
、
退
院

後
の
不
安
な
ど
、
ご
質
問
が
あ

り
ま
し
た
ら
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り
多
職
種

で
共
有
し
ま
す
。

稲
田
　
入
院
前
に
患
者
さ
ん
に

来
室
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
看

護
師
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
や
日
常

業
務
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
患
者

さ
ん
一
人
一
人
と
ゆ
っ
く
り
対
話

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
不

安
や
悩
み
を
よ
り
訴
え
や
す
い

環
境
が
整
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
一
方
的
な
説
明
で
は
な
く
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
入
院
で

き
る
よ
う
に
、
今
後
も
双
方
向

の
や
り
取
り
を
大
切
に
し
、
さ

ら
な
る
支
援
の
充
実
と
退
院
支

援
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 （

聞
き
手  

松
永 

春
香
）入退院支援室で、入院や治療の不安に寄り添います。

何気なく飲んでいる

サプリメントに注意
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❶ 干ししいたけとひじきは水で戻す
❷ れんこんは３/４をすりおろし、残り

は写真のように粗みじんに切り、ざ
るで水気を切っておく

❸ えびと水で戻したしいたけを粗みじ
んに切る

❹ ❶～❸の材料と、枝豆と★をすべて
混ぜ合わせて、丸めて10 ～ 15分
ほど蒸す

❺ 大根をすりおろす
❻ 蒸し上がった❹を器に盛り、❺の大

根おろしを添えて、ぽん酢をかけて
召し上がれ♫

● 1 食分の栄養価

エネルギー 134kcal

たんぱく質 8.4g

脂　質 1.2g

食物繊維 4.4g

食　塩 0.8g

クックパッドに公
開しているレシピ
を 台 所 で どうぞ

aCaring*Recipe

管
理

栄
養

士のいたわり

レ
シ

ピ

血液中にコレステロールや中性脂肪が増加した状態を「脂質異
常症」と言います。脂質異常症を放っておくと動脈硬化が起こり、
狭心症や心筋梗塞といった冠動脈疾患や、脳血管障害を引き起
こすと言われています。食物繊維は LDL コレステロール（悪玉
コレステロール）を下げる働きがあり、野菜・海藻・きのこ・豆・
芋・こんにゃくなどに多く含まれます。

つくり方

ポイント

日本最大の料理レシピサイト「クックパッド」にレシピを公開しています。栄養科による健康レシピのバック
ナンバーは、当院のホームページ「広報誌･ パンフレット」のページからダウンロードすることができます。

■ 油で揚げずに「蒸す」ことで、エネルギー
を抑え、「れんこん」でつくることで食物繊
維も多く摂ることができます。

■ すべてのれんこんをすりおろすのではなく、
一部を粗みじんにすることで、食感も楽しめ
ます。

❹ ❺

❸❷

❶

クックパッド　さいせいかいにいがた

れんこんしんじょ脂質異常症の方に

栄養科監修／早福 歩（管理栄養士）・滝澤 妙子（調理師）
撮影／ creaBox 岩渕恭孝

えび………………………………… 40g
れんこん………………………… 200g
しいたけ（乾）…………………………2g
ひじき（乾）……………………………2g
むき枝豆（冷凍）…………………… 30g
★片栗粉…………………… 大さじ1g
★塩………………………… ひとつまみ
大根……………………………… 100g
ぽん酢………………………… 小さじ2

材料〈 2人分 〉
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自分の診察順番が
近づくと LINE で

お知らせが届きます！



開催日時 １０月４日（土）１０時～１１時３０分（受付／９時３０分開始）

会　　場 黒埼市民会館　１階ホール（西区鳥原９０９－１）

講　　演 「ACP だけじゃダメなんだ！」済生会新潟病院　外科医師　坪野 俊広 先生

対象と定員 地域住民の皆さん　先着 100 名

申し込み方法／

締切り

下記にお電話、または右の QR コードから 9/29（月）までにお申し込みください
新潟市在宅医療・介護連携ステーション西	 ☎ 025(365)2437
新潟市在宅医療・介護連携ステーション西第二	 ☎ 025(260)8108

医療と介護の市民講座開催のご案内 
もしもの時のこと、自分らしく生きるために

～元気な今だからこそ一緒に考えてみませんか～

　アドバンス・ケア・プランニング、別称 A
エーシーピー

C P（人生会議）が大切と聞くけれど、将来受けたい医療や、受けた
くない医療について、どうやって考えれば良いか迷うことはありませんか？ この機会に一緒に学び、考えてみましょう。

Information

77

L
ラ イ ン

INEアプリでぜひご活用ください 
診察待ち状況をスマホにお知らせします

Information

❶ 「受付案内票」の右下の
　　　 　　  QR コードを読み取ります	
※予め LINE アプリをインストールしておく必要があります。

❷ 当院の LINE 公式アカウントを友だち追加します	

　待合室の混雑緩和、院内感染リスクを軽減するために、無料通話・
メールアプリの「LINE」で順番待ち呼び出しシステムを導入しています。

利
用
イ
メ
ー
ジ

登録は初回利用時のみ。２回目以降は、再来機で受け付
けをするだけで案内が届きます。

※呼び出しは診察予約のみ対象。　※検査、リハビリ等は呼び出し対象外。

LINEを利用する
を押す

許可する
を押す

友だち追加
を押す

許可する
を押す

▶ ▶ ▶

みほん

自分の診察順番が
近づくと LINE で

お知らせが届きます！

EPARK で診察まち

診察券番号

0000000

●●科	

●診察室 ◯◯医師
●あと◯人です

※イラストはイメージ
となり実際とは異なる
場合がございます。



寄付金 31,101,287 円

老朽化が進む救急車の更新を目指して 
クラウドファンディング

目標額達成！

Crowdfunding

済生会新潟病院（経営企画室）　五十嵐・古川　　電話番号：025-233-6161(代表）　　Eメール：crowdfunding@ngt.saiseikai.or.jp

● 本件に関するお問い合わせ先	

　病院救急車の更新を目的として、4 月21日から7 月
18日まで実施したクラウドファンディングは、最終日に
第３目標の 3,000 万円に到達し、成功裏に終えることが
できました。
　申込総数は個人・団体合わせて延べ 536 件で、寄付
額は 31,101,287 円となりました。
　多くの方々からご寄付と共に心温まる応援メッセージ
をいただき、職員一同感激しています。ご支援くださいま
した、すべての皆様に、心より感謝申し上げます。

　新しい救急車は、被災地での救急（DMAT）活動に
使用するほか、新潟市の救急拠点病院として患者さん
の転院搬送にも活用する予定です。今後、新車の調達
準備に入りますが、納車された際には報道機関にも発
表し、改めて市民・県民・医療機関の方々に広く当院の
取り組みを知っていただきたいと考えています。
　引き続き、当院の取り組みにご注目いただけますと幸
いです。
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6
23月

歯科口腔外科 
口腔管理センターよりお知らせ

Information

　当センターは、当院加療中で主治医より依頼
のあった患者さんを対象に口腔機能管理を行っ
ています。外部医療機関からの紹介患者さんや、
歯科診療のみの受診は受付しておりません。
　口腔機能管理とは、全身麻酔による手術患者
さん、がん化学療法を行う患者さん、骨吸収抑
制薬や血管新生阻害薬による顎骨壊死のリスク
がある患者さんなどを対象に、歯科医師・歯科
衛生士が専門的な機材と技術を用いて歯垢（デ
ンタルプラーク）や歯石を除去し、口腔内の細

菌数を減らすことにより、口腔内の細菌やバイオ
フィルムがもたらす肺炎や心内膜炎などの感染
症や、口腔粘膜炎をはじめとする合併症を減ら
すことを目的に行います。必要に応じて、応急
的に必要な抜歯や義歯の調整などを行うほか、
口腔乾燥を和らげる粘膜の保湿処置なども行い
ます。継続的な歯科治療が必要な場合は、状
況に応じてかかりつけ歯科医や新潟県歯科医師
会が認定する「がん医科歯科連携事業登録医」
にご紹介しています。

Column

公認心理師 髙山先生より

「休息」について考える

　

前
回
（
本
誌
3
月
号
）、
携
帯
電
話
を
雪
の
中
に
落
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
無
事
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
の
出

来
事
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
余
裕
の
な
さ
に
気
が
つ
き
、

そ
こ
で
今
回
は
「
休
息
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
頑
張
り
方
」
は
教
わ
る
こ
と
が
多
い
の
に
、

「
休
み
方
」
を
教
え
ら
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
す
中
で
、「
ほ
っ
と
で
き
る

時
間
を
持
ち
た
い
」
と
思
い
つ
つ
も
、
実
際
に
そ
の
時
間
を

つ
く
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
一
般
的
に
「
休
息
」
と
は
、
心
身
の
疲
れ
を
取
り
除
く
も

の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、い
ざ
休
も
う
と
思
っ
て
も
、

「
何
を
す
れ
ば
休
息
に
な
る
の
か
？
」
と
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
々
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

自
分
が
「
心
地
よ
い
」
と
感
じ
る
瞬
間
を
思
い
浮
か
べ
て
み

ま
し
た
。

　

朝
に
飲
む
一
杯
の
緑
茶
。
炊
き
立
て
の
ご
飯
を
味
わ
う
時

間
。
育
て
て
い
る
観
葉
植
物
を
眺
め
て
い
る
と
き
。
こ
う
し

た
何
気
な
い
習
慣
こ
そ
が
、
自
分
の
心
を
そ
っ
と
癒
し
て
く

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。日
常
を
見
つ
め
直
す
中
で
、

私
に
と
っ
て
の
「
休
息
」
と
は
、
心
地
よ
さ
を
味
わ
う
こ
と

で
気
持
ち
を
整
え
、
今
の
自
分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
る
も
の
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
休
息
」
は
誰
か
か
ら
教
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
で

体
験
し
、
味
わ
い
な
が
ら
見
つ
け
て
い
く
も
の
。
自
分
な
り

の
休
み
方
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Workplace visit	

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
ス
ス
メ

スタッフリレーコラム 医芳人

救急救命士  
牧野 雄人さんにバトンタッチ
　 新 人 研 修 で 一 緒だった牧 野 君 は、
今年から新しく救急救命士として活躍
する希少な存在です。グループ活動で
はみんなを引っ張ってくれて、安心して
ついて行ける人でした。さらにユーモ
アも兼ね備えた面白い人柄で、常に場
を明るくしてくれる存在です。今後の活
躍がとても楽しみです！

臨
床
工
学
室　

臨
床
工
学
技
士 

小こ
い
ず
み泉 

敦あ

つ

や也
さ
ん

　

私
は
キ
ャ
ン
プ
が
趣
味
で
、

自
然
の
中
で
の
ん
び
り
過
ご
す

の
が
大
好
き
で
す
。
テ
ン
ト
を

立
て
た
り
、
た
き
火
を
眺
め
な

が
ら
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
日
常

で
は
味
わ
え
な
い
体
験
ば
か
り

で
い
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
夫
婦
で
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
子
供
が
生
ま
れ
た
の
で
、
も
う

少
し
大
き
く
な
っ
て
か
ら
家
族
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
め
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
虫
を
探
し
た
り
、

川
で
遊
ん
だ
り
、
そ
ん
な
体
験
を
通
し
て
子
供
に
も
自
然

の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
最
初

は
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
少
し
ず
つ
無
理
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
と
一
緒
に
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
ハ
マ
り
そ
う
で
す
！

次号は

Medical Partners	

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

　小学 4 ～ 6 年生を対象にした子ども病院見学会が
7 月 31 日に開催されました。地域や職員の子ども達
に医療の現場を知ってもらうことを目的に、「病院っ
てどんなところ？」のお話や「施設見学・医療体験ラ
リー」、「院長・看護部長への質問コーナー」の内容で
実施しました。
　普段の病院受診では目にしない薬剤部での調剤や、
栄養科による栄養指導、検査科での肺機能検査、車椅
子やベッドでの患者さん体験、病院の救急車に乗車、
妊婦体験、手の洗い方体験など、さまざまな医療の体
験をしてもらいました。
　どの内容にも興味津々で、特に妊婦体験ではあまり

の重さにふらつく子
も 多 く、 思 い 出 に
なったようです。
　 質 問 コ ー ナ ー で
は「院長の仕事の内
容 を 教 え て く だ さ
い！」という質問や

「医師の人数が合計
100 人」と院長が伝えると「少ない！もっと居ると思っ
た」と子ども達は驚いていました。
　この日の見学会が、将来の医療者となるきっかけに
なってくれたら嬉しいです。　　 （A6 病棟師長   齊藤 和）

看護部より

子ども病院見学会
夏休みレポート
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連携医療機関（登録医•病院）からのご紹介•ご予約について

当院の地域医療連携室までご連絡ください。

TEL.025-233-6182〈直通〉   FAX.025-231-5763
※平日8 : 30 ～ 17 : 00（土•日•祝日を除きます）
※患者さんからの予約はお取りしておりませんのでご了承ください。
※登録医訪問に掲載ご希望がございましたら、地域医療連携室までご連絡ください。

　

病
歴
室
っ
て
何
？
と
思
っ
た

方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。患
者
さ
ん
と

接
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い

の
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
情
報

と
は
と
て
も
近
い
距
離
に
あ

る
部
署
、
そ
れ
が
今
回
ご
紹

介
す
る
病
歴
室
で
す
。

　

病
歴
室
は
、
患
者
さ
ん
の

診
療
な
ど
の
記
録
を
管
理

し
、
情
報
と
し
て
保
管
し
て

い
る
部
署
で
す
。

●
診
療
情
報
管
理
／
診
療

に
伴
う
必
要
な
書
類
が
揃
っ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
国
際

規
格
に
よ
る
病
名
・
手
術
の

コ
ー
ド
づ
け
を
行
い
、
医
療

の
質
向
上
の
た
め
統
計
資
料

の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
キ
ャ
ン
業
務
／
紙
の
記

録
を
ス
キ
ャ
ン
し
、分
類
を
付

け
て
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で

必
要
な
時
に
素
早
く
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

病
歴
室

Workplace visit	

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

●
が
ん
登
録
／
義
務
化
さ
れ

た
法
令
に
基
づ
き
、
が
ん
患

者
さ
ん
の
情
報
を
抽
出
・
報

告
し
て
い
ま
す
。そ
の
情
報

は
国
の
が
ん
対
策
・
統
計
資

料
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
個
人
情
報
を

多
く
扱
う
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
情
報
管
理

を
徹
底
し
な
が
ら
患
者
さ
ん

の
た
め
の
よ
り
よ
い
病
院
づ

く
り
を
心
が
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
宇
佐
美 

昌
康
）

　

私
が
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・

花
粉
症
・
副
鼻
腔
炎
・
嗅
覚
障

害
な
ど
の
鼻
副
鼻
腔
疾
患
で

す
。特
に
花
粉
症
は
地
域
や

個
人
に
よ
っ
て
症
状
や
対
策

が
異
な
る
た
め
、抗
原
回
避
・

投
薬
治
療
・
舌
下
免
疫
療
法
・

抗
体
療
法
な
ど
最
適
な
治
療

法
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
院
で
は
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
に
よ
る
内
視
鏡
検

査
、Ｃ
Ｔ
検
査
、補
聴
器
外
来
、

め
ま
い
平
衡
検
査
、睡
眠
時
無

呼
吸
検
査
、
超
音
波
検
査
な

ど
、耳
鼻
咽
喉
科
領
域
の
疾
患

に
幅
広
く
対
応
で
き
る
最
新

設
備
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
み
み
・
は
な
・
の
ど
」で
お

困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Medical Partners	

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

青山海岸青山海岸 青山海浜公園青山海浜公園
新潟大堰橋新潟大堰橋

至小針駅至小針駅

青山駅青山駅

関屋駅関屋駅

イオン新潟青山店様
●

イオン新潟青山店様
●

越後
線

越後
線

西大通り西大通り

掘割橋掘割橋

有明大橋有明大橋

関
屋
分
水
路

関
屋
分
水
路

402

医師名 鈴
す ず き

木 祐
ゆうすけ

輔 先生

住　所 〒950-2002 新潟市西区青山5–10–25

電　話 025–267–8733
診療時間 月 火 水 木 金 土 日祝

9:00 ～12:30
（受付９：００~１２：００） ● ● ● ● ● ▲

ー14:30 ～18:00
（受付１４：３０~１７：３０） ● ● ー ● ● ー
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よ
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。

青
山
み
み
・
は
な
・

の
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
… 

西
区

耳
鼻
咽
喉
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科

▲ 受付／ 9：00 ～ 12：30　診療／ 9：00 ～ 13：00
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なでしこチアーズ

こちらも
注目

済生会新潟病院の

 X（旧Twitter）好評稼働中！
エックス

ツ イ ッ タ ー

お客様専用ナビダイヤル ☎0570-009608

当院HPよりバックナンバーもご覧いただけます。
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会

　済
生
会
新
潟
病
院

新潟市西区小新5丁目7番21号アピタ新潟西店

毎週火曜日は生鮮食品を中心に、
お買い得商品盛りだくさん！

どうぞご家族お揃いの上、ご来店くださいませ

どなたさまでも！！

圧倒的な破格プライス

majicaアプリ・UCSカードmajica・
majica donpen card会員さま限定企画

majicaアプリ会員証、UCSカードmajica、
majica donpen cardのご提示でおトクにお買い物！
※majicaカード会員さまも対象になります。

予防医療センターのご案内
「治療」から「予防」へ　予防医療の実現を目指します
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☎025-233-6669（直通）
予防医療センター受付時間	平日9：30 ～ 11：00
お電話でのお問合わせ時間	平日9：00 ～ 16：30

詳しい内容についてはこちらの
QRコードからホームページでご確認ください

● 人間ドック
● 脳ドック	
● 肺ドック
● 生活習慣病予防健診
● 特定健康診査
● 新潟市がん検診
● 個人健診
● 各種単独検査　等

健診
内容

B棟2階 予防医療センター

当院キャラクター

とびちゃん


